
国」が完成
諏訪信仰をテーマにした映画「鹿の国」が完
成し、年明けから県内外の映画館で順次公開さ
れる0農耕と狩猟が密接に関わる諏訪大社の四

季の祭礼、神事を追ったドキュメンタリ丁作品。
厳冬期に行われた中世までの「砲塁神事」を視
覚的に再現し、信仰の根幹やいまも生きる祈り
の姿に迫った0作品は諏訪地方観光連盟の「諏
訪シネマズ」に認定。6日、認定式に出席した

監督の監理子さんは「諏訪の風土の力で映画が
できた0他にはない諏訪の地の魅力が広がって
いけば」と期待した0　　　　（鮎沢健吾）

研究者らの協力で
「御室神事」を再現

茅野市泉野の「穴倉」で行われた
御室神事の撮影＝2023年11月4日

年
明
け
か
ら
公
開

訪
シ
ネ
マ
ズ
に
認
定

訪
開
脚
璽
鏑
酢
獅

㌔

さ
ん
＝
伊
那
市
出
身
＝
が
代
表

を
務
め
る
映
像
制
作
会
社
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ

ー
ク
ロ
ア
（
東

京
）
が
制
作
。

ス
ワ
ニ
ミ
ズ
ム

や
大
昔
調
査
会

な
ど
の
応
援
を

得
て
、
2
0
2

2
年
秋
か
ら
2
4

年
春
に
か
け
て

全
編
を
県
内
で

さ
げ
て
豊
穣
を
祈
る
春
の
御
頭
祭

な
ど
四
季
の
祭
凛
を
記
録
。
自
然

風
景
や
人
の
暮
ら
し
を
交
え
な

が
ら
諏
訪
信
仰
が
根
付
く
様
子
を

伝
え
る
。
「
諏
訪
で
は
鹿
、
琴

狩
猟
と
農
耕
の
神
事
が
密
接
に
関

わ
り
四
季
を
通
し
て
重
な
っ
て
い

く
」
と
弘
さ
ん
。
「
大
社
が
持
つ

四
季
の
神
事
が
、
こ
の
土
地
の
人

々
の
心
の
核
に
あ
る
と
強
く
感
じ

た
」
と
話
す
。

中
世
上
社
の
最
葦
要
神
事
と

さ
れ
た
「
御
室
神
事
」
は
、
わ
ず

撮
影
し
た
。

元
日
面
魁
粋

神
事
や
、
鹿
の

頭
の
剥
製
を
さ

か
に
残
っ
て
い
る
儀
式
の
記
録

か
ら
再
現
に
挑
ん
だ
。
茅
野
市
泉

野
の
農
閑
期
の
作
業
小
屋
「
穴

倉
」
を
竪
穴
の
「
御
室
」
に
見
立

て
、
′
精
霊
ミ
シ
ャ
グ
ジ
を
内
部
に

降
ろ
し
て
豊
作
や
豊
穣
を
祈
る

芸
能
の
場
面
を
収
録
。
県
内
の
小

際

賢

し

学
生
が
生
き
神
の
東
野
触
巌
を

演
じ
た
。
諏
訪
シ
ネ
マ
ズ
の
認
定
は
8
作

目
と
な
る
。
諏
訪
市
役
所
で
行
わ

れ
た
式
に
は
弘
さ
ん
、
北
村
さ
ん

ら
が
出
席
。
同
連
盟
の
金
子
ゆ
か

り
会
長
（
諏
訪
市
長
）
は
「
御
室

の
神
事
を
映
像
に
し
た
の
は
初
め

て
の
こ
と
。
諏
訪
地
域
に
と
っ
て

囁
別
で
大
事
な
映
厚
と
し
て
認

定
証
を
贈
っ
た
。

廟
谷
ス
カ
ラ
座
で
は
来
年
1
月

3
二
日
か
ら
公
開
さ
れ
る
。
5
日
夜

是
は
同
館
で
試
写
会
が
あ
り
、
プ

晋
ユ
ー
サ
ー
を
務
め
た
北
村
さ

ん
は
「
研
究
が
で
き
て
い
な
か
っ

賢
と
を
映
画
に
し
た
。
諏
訪
の


